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405 名前：無名草子さん[sage] 投稿日：2007/12/23(日) 01:30:31 
「社会派くんがにゆく！復活編」より「新・UFO入門」事件顛末記(その一) 

さて、なんだかんだ人のことを突っついているうちに自分が突かれることになってしまった「新・UFO入門」事件であ
る。 
ひとえに自身の至らなさを反省する次第･･････などと殊勝に言うのはこの本のキャラには合わないのでやめておくが、 
とにかく、引用ミスとはいえ多くの方々に迷惑をかけたことは事実である。そこに関してはまったく言い訳の仕様もな
い。 
ただし、事実関係のみを述べさせてもらえば、無断引用であるという苦情がメールされてすぐ、私はその事実を認めて返
信メールを出し、 
サイトに謝罪文を掲載し、かつ版元と相談の上、当該の出版物の版元在庫の破棄、慰謝料を支払う用意のあること、 
などを相手先に報告している。このような場合に示せる謝意と誠意は尽くしたはずだ、と思っている。 
話がややこしくなったのは、相手サイトの運営者氏が、謝罪交渉のやりとりのすべてをブログで公開することを主張し、 
担当編集からのメールなどもすべて公開する、と一方的に宣言してからである。 
版元と担当弁護士が、それは交渉を継続するのに差し支えがあるからやめてほしいと頼んでも、まったくそれに従う様
子を見せなかった。 
これでは、残念ながら、相手先に、こちらと通常の法的交渉をする意思がないと判断するしかない。 
私信に類する担当編集からのメールまで公開されては、別件で法的な問題(今度はこちらが被害者となる)が生じないと
も限らない。 
正直、困り果てた。(続く) 

407 名前：無名草子さん[sage] 投稿日：2007/12/23(日) 01:55:25 
「社会派くんがゆく！復活編」より「新・UFO入門」事件顛末記(その二) 

このままでは交渉が継続できない。担当者から、そのような行為を続けた場合は法的措置をとる可能性もある、と指摘し
たところ、 
先方は、これは恫喝である、とまたまたブログで主張。さらに通常の、このような場合の謝罪のレベルを大きく超えた範
囲の要求までしてきた。 
これを認めると、今後、単純な引用ミスをおかしただけの同業者が、これを前例として相手に過大な謝罪を要求されると
いう事態を招きかねない。 
私自身の反省や意識だけでどうこうという問題をすでに超えてしまったのである。ついに、こちらのほうむ担当の、 
これは通常の法的交渉をする気が相手にないという判断をもって、交渉を決裂させるに至った次第である。 
･･････まあ、これが私のほうからの解釈に過ぎない、ということは理解している。 
世の中の大部分の人間は、自分が取って心地よい解釈のほうを選ぶだろうから、私の言をとってくだされば幸甚、 
でなければ残念、そのいちいちに個別に意見を述べようとは思わない。また、それほどのヒマもない 
(いちいち意見を述べるヒマな同業者も何人かいたようだけれど)。 
世間というのはそんなものであるから、別にどうとも思わない。ただ、いくつかの発言が、私の人格を貶めるのに、 
「社会派くんがゆく！」の中の私の言説を引用していたのに苦笑した。世の中には素直な人間が多いものである。 
大丈夫だろうか、そんなに素直で。 

408 名前：無名草子さん[sage] 投稿日：2007/12/23(日) 02:08:08 
「法務担当」を変換ミスしてしまって申し訳ない。 

いやあ、書いてて実にイライラしたw 
文章の大部分をツッコミ入れ放題のあまりにも抽象的な言い訳に費やしておいて、 
「世の中の大部分の人間は」のあたりから、いきなり開き直るのがワケわからん。 
鬼畜のフリをする凡人ってある意味鬼畜よりタチが悪いんじゃないか。ホント最悪だわ、この人。 
これを書くことによって、「社会派くん」の売り上げが落ちることを祈る。 
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